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【
練
馬
・
書
記
・
石
田
浩
平
通

信
員
】
練
馬
支
部
第
61
回
定
期
大

会
が
4
月
1
日
、
コ
コ
ネ
リ
ホ
ー

ル
で
開
か
れ
ま
し
た
。大
会
に
は
、

2
7
3
人
の
組
合
員
が
参
加
し
ま

し
た
。

上
原
委
員
長
が
「
7
0
4
5
人

で
大
会
を
迎
え
、
7
年
連
続
で
の

全
分
会
達
成
と
い
う
輝
か
し
い
到

達
と
な
っ
た
」
と
挨
拶
し
、
桑
原

書
記
長
が
基
調
報
告
を
行
な
い
ま

し
た
。
機
関
紙
「
い
っ
ぷ
く
」
を

再
刊
し
た
青
年
部
、
練
馬
支
部
の

ア
ス
ベ
ス
ト
訴
訟
原
告
団
が
特
別

報
告
を
行
な
い
ま
し
た
。

午
後
は
7
つ
の
分
科
会
、
続
開

さ
れ
た
本
会
議
で
6
つ
の
分
科
会

報
告
と
、
財
政
部
会
に
付
託
さ
れ

た
修
正
案
の
取
り
扱
い
の
報
告
を

承
認
し
、
基
調
報
告
、
予
算
案
と

も
拍
手
で
採
択
さ
れ
ま
し
た

新
4
役
は
次
の
皆
さ
ん
。
委
員

長
・
福
岡
忠
之
。
副
委
員
長
・
可
兒

美
憲
、
上
原
誠
、
上
原
良
子
、
和

嶋
英
人
、
伊
藤
慶
一
郎
。
書
記
長

・
桑
原
研
二
。
書
記
次
長
・
池
田

直
隆
、
梶
勝
文
、
佐
藤
大
地
。

【
町
田
・

書
記
・
木
戸

雅
夫
通
信

員
】
町
田
支

部
は
4
月
8

日
、
レ
ン
ブ

ラ
ン
ト
ホ
テ

ル
町
田
に
お

い
て
、役
員
、

代
議
員
1
3

3
人
が
参
加

し
て
第
52
回

大
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

質
疑
討
論

で
は
、
「
基
調
報
告
の
中
で
群
長

の
兼
任
と
分
会
役
員
補
佐
と
あ
る

が
、
群
長
の
負
担
が
増
え
、
ま
す

ま
す
担
い
手
が
い
な
く
な
る
。
群

長
は
群
運
営
に
専
念
す
べ
き
だ
」

と
の
意
見
に
は
、執
行
部
よ
り「
そ

の
通
り
だ
。
専
門
部
長
は
専
門
部

の
提
案
を
し
、
群
長
は
群
運
営
が

基
本
だ
。
た
だ
、
分
会
運
営
や
拡

大
対
象
者
の
掘
り
起
こ
し
な
ど
、

み
ん
な
で
少
し
ず
つ
協
力
し
あ
う

体
制
づ
く
り
が
重
要
だ
」
と
の
答

弁
。
ま
た
、
「
東
京
土
建
国
保
の

保
険
証
を
個
別
に
郵
送
し
て
ほ
し

い
と
の
声
が
多
い
」
と
の
要
望
に

は
、「
簡
易
書
留
で
試
算
す
る
と
、

80
万
円
程
度
か
か
る
。
今
後
し
っ

か
り
し
た
検
討
が
必
要
だ
」
と
の

答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

新
4
役
の
皆
さ
ん
は
次
の
通

り
。
委
員
長
・
三
塚
茂
明
。
副
委

員
長
・
志
村
和
美
、
黒
木
敬
士
。

書
記
長
・
青
木
伸
太
郎
。
書
記
次

長
・
尾
花
慎
司
、
木
戸
雅
夫
、
倉

林
広
幸
。

【
北
・
書
記
・
高
橋
伸
明
通
信

員
】
北
支
部
は
4
月
1
日
、
北
と

ぴ
あ
ホ
ー
ル
で
第
70
回
と
な
る
大

会
を
開
催
し
ま
し
た
。
参
加
は
1

6
5
人
で
し
た
。

本
会
議
で
は
後
継
者
対
策
の
活

動
に
つ
い
て
、
今
年
度
よ
り
分
会

後
継
者
対
策
部
長
を
支
部
執
行
委

員
待
遇
と
し
、
支
部
全
体
の
流
れ

を
知
ら
せ
る
こ
と
で
、
支
部
、
分

会
、
群
で
の
今
後
の
役
割
を
担
っ

て
い
た
だ
く
こ
と
な
ど
、
新
し
い

取
り
組
み
に
つ
い
て
前
向
き
な
意

見
が
交
換
さ
れ
ま
し
た
。
分
科
会

で
も
各
専
門
部
の
次
年
度
方
針
に

活
発
な
討
議
が
行
な
わ
れ
ま
し

た
。
出
さ
れ
た
意
見
や
要
望
の
実

現
に
向
け
運
動
に
取
り
組
ん
で
い

く
こ
と
を
確
認
、
新
年
度
体
制
の

も
と
各
専
門
部
で
運
動
の
具
体
化

を
し
て
い
く
こ
と
と
な
り
ま
す
。

新
4
役
は
次
の
通
り
。
委
員
長

・
渡
辺
勝
二
。
副
委
員
長
・
石
川

信
一
、
中
西
昭
一
、
岩
瀬
実
、
宮

下
幸
則
。
書
記
長
・
岡
村
茂
寿
。

書
記
次
長
・
小
池
正
樹
、
和
田
光

太
郎
。

町田支部大会で冒頭にあいさつ
する三塚委員長

【
日
野
・
書
記
・
三
角
幸
太
郎

通
信
員
】
4
月
8
日
に
立
川
グ
ラ

ン
ド
ホ
テ
ル
に
て
第
44
回
日
野
支

部
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
参
加

者
は
全
体
で
79
人
で
し
た
。

大
会
で
は
産
業
民
主
化
の
課
題

を
中
心
に
提
案
を
し
、
さ
ら
に
後

継
者
世
代
へ
の
引
き
継
ぎ
と
学
習

に
力
を
入
れ
、
群
を
基
礎
に
運
動

を
盛
り
上
げ
よ
う
と
い
う
基
調
提

案
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
情
報

化
社
会
に
対
応
し
た
戦
略
に
も
力

を
入
れ
て
い
く
な
ど
新
年
度
の
方

針
が
全
体
で
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

今
大
会
で
は
、
昨
年
1
年
間
の

取
り
組
み
を
約
20
分
の
動
画
に
編

集
し
て
そ
れ
を
報
告
と
し
ま
し
た

が
、
参
加
代
議
員
か
ら
は
大
変
好

評
で
し
た
。

新
役
員
体
制
は
次
の
通
り
で

す
。
委
員
長
・
奈
良
晴
義
。
副
委

員
長
・
古
怒
田
忠
、
舩
津
登
。
書

記
長
・
髙
木
一
。
書
記
次
長
・
三

角
幸
太
郎
、
田
辺
真
樹
。

新役員を代表して挨拶する福岡
新委員長（練馬）

【
板
橋
・

書
記
・
武
田

栄
一
通
信

員
】
板
橋
支

部
第
61
回
大

会
が
4
月
15

日
、
区
立
文

化
会
館
大
会

議
室
で
開
催

さ
れ
、
役
員

・
代
議
員
な

ど
1
9
8

人
、
来
賓
29

人
が
参
加
し

ま
し
た
。

福
地
委
員
長
の
開
会
挨
拶
で
始

ま
り
、山
本
書
記
長
が
基
調
報
告
。

午
後
は
分
科
会
で
各
分
野
の
議
論

を
深
め
、
再
開
さ
れ
た
本
会
議
で

新
年
度
の
方
針
と
予
算
案
が
採
択

さ
れ
ま
し
た
。組
織
増
勢
め
ざ
し
、

仲
間
の
団
結
で
情
勢
に
立
ち
向
か

う
組
織
づ
く
り
を
展
開
し
、
改
憲

阻
止
の
3
千
万
人
署
名
、
震
災
復

興
支
援
活
動
、
防
災
協
定
・
公
契

約
条
例
制
定
へ
む
け
た
取
り
組
み

を
強
め
る
と
の
「
大
会
宣
言
」
を

採
択
し
ま
し
た
。

新
4
役
は
次
の
と
お
り
。
委
員

長
・
福
地
孝
志
。
副
委
員
長
・
須

賀
朗
、
穴
澤
秀
康
、
野
崎
邦
治
、

櫻
井
雄
一
、
林
賢
二
郎
。
書
記
長

・
山
本
清
志
。
書
記
次
長
・
小
林

宙
、
山
内
雅
賀
、
森
千
恵
子
、
山

岸
慎
。

【
多
摩
・
稲
城
・
書
記
・
鈴
木

寛
次
通
信
員
】
4
月
15
日
に
京
王

プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
多
摩
に
て
第
50
回

多
摩
・
稲
城
支
部
大
会
を
行
な
い

ま
し
た
。
来
賓
に
は
年
森
隆
広
本

部
書
記
次
長
、
都
議
会
か
ら
斉
藤

れ
い
な
議
員
、
自
治
体
か
ら
は
高

橋
勝
浩
稲
城
市
長
、
岩
永
ひ
さ
か

多
摩
市
議
会
議
長
、
多
摩
市
、
稲

城
市
か
ら
市
議
会
議
員
の
方
々
に

出
席
い
た
だ
き
ま
し
た
。

大
会
で
は
群
の
活
性
強
化
と
、

組
織
人
員
1
％
以
上
の
増
勢
で
2

3
0
0
人
支
部
を
目
指
す
方
針
な

ど
が
討
議
さ
れ
ま
し
た
。
午
後
は

5
つ
の
分
科
会
で
専
門
部
の
報
告

・
提
案
が
討
議
さ
れ
、
本
会
議
で

各
分
科
会
の
報
告
が
行
な
わ
れ
ま

し
た
。
質
疑
を
行
な
っ
た
後
に
、

活
動
報
告
、
方
針
提
案
、
新
役
員

が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

2
0
1
8
年
度
新
4
役
体
制
は

次
の
と
お
り
。
委
員
長
・
櫻
井
潤
。

副
委
員
長
・
綿
引
一
茂
、
大
里
輝

男
、
福
田
秀
作
、
進
藤
典
吾
。
書

記
長
・
三
橋
誠
。
書
記
次
長
・
佐

々
木
陽
介
。
4
役
待
遇
（
本
部
副

委
員
長
）
丸
山
篤
義
。

【
豊
島
・
書
記
・
川
合
正
人
通

信
員
】
第
64
回
豊
島
支
部
大
会
が

4
月
1
日
に
、
と
し
ま
産
業
振
興

プ
ラ
ザ
に
て
開
催
さ
れ
、
代
議
員

73
人
、
特
別
代
議
員
13
人
、
来
賓

17
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

廣
瀬
委
員
長
の
挨
拶
で
は
、
5

年
連
続
で
勝
ち
取
っ
た
組
織
増
勢

が
改
め
て
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
社

会
保
険
未
加
入
問
題
は
ま
だ
ま
だ

課
題
を
残
し
て
い
る
こ
と
と
、
5

カ
年
計
画
の
成
功
に
向
け
「
今
年

こ
そ
が
正
念
場
」
と
の
決
意
を
新

た
に
し
ま
し
た
。
土
橋
書
記
長
の

基
調
報
告
、
17
年
活
動
報
告
、
18

年
度
方
針
の
提
案
等
が
あ
り
ま
し

た
。
今
年
度
は
新
た
に
若
い
常
任

も
2
人
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

新
役
員
は
次
の
通
り
。
委
員
長

・
廣
瀬
達
雄
。
副
委
員
長
・
土
多

松
雄
、
大
浦
康
昭
、
桑
山
浩
司
、

原
澤
修
。
書
記
長
・
土
橋
弘
典
。

書
記
次
長
・
佐
藤
広
平
、
川
合
正

人
、
寺
島
耕
平
。

【
八
王
子
・
書
記
・
大
野
克
宏

通
信
員
】
第
50
回
目
と
い
う
記
念

す
べ
き
八
王
子
支
部
大
会
が
4
月

22
日
、
八
王
子
労
政
会
館
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

冒
頭
の
挨
拶
で
向
井
委
員
長
は

「
少
し
で
も
良
い
時
代
に
で
き
る

よ
う
皆
さ
ん
と
一
緒
に
進
め
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」
と
昨

年
の
飛
躍
的
な
拡
大
運
動
を
振
り

返
り
、
力
強
く
語
り
ま
し
た
。

大
会
は
全
体
会
・
分
散
会
と
も

に
1
0
7
人
の
仲
間
で
役
員
問
題

や
後
継
者
問
題
な
ど
各
分
野
の
議

論
が
活
発
に
執
り
行
な
わ
れ
、
2

2
0
0
人
支
部
に
向
け
た
総
括
・

方
針
が
採
決
さ
れ
ま
し
た
。

6
年
連
続
実
増
と
い
う
過
去
に

類
を
見
な
い
規
模
で
の
組
織
増
勢

を
成
し
遂
げ
た
な
か
で
、
支
部
結

成
50
周
年
と
い
う
節
目
に
ふ
さ
わ

し
い
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

新
4
役
は
次
の
通
り
で
す
。
委

員
長
・
向
井
明
。
副
委
員
長
・
矢

吹
一
幸
、
加
藤
信
博
、
髙
橋
輝
雄
。

書
記
長
・
久
保
哲
也
。
書
記
次
長

・
伊
藤
仁
、
大
野
克
宏
、
久
保
田

倫
行
。

18年度方針を採択し、決意をあ
らたにした豊島支部の大会

原
告
団
が
特
別
報
告

防災協定めざす

練馬

団結し情勢切り開く

７
年
連
続
で
全
分
会
達
成

若い常任を選出
５カ年計画は正念場

城北ブロック城北ブロック

板
橋

新
し
い
取
組
進
め
る

豊
島

北

後
継
対
に
特
別
の
配
置

群の運営で議論
保険証配布で要望も

多摩・稲城

群
の
活
性
を
強
化

２
３
０
０
人
支
部
め
ざ
す

情
報
戦
略
を
重
視

日野

取
組
の
動
画
が
大
好
評

町
田

増
勢
を
確
信
に
し
て

八王子

役
員
、後
継
者
問
題
で
討
論

八
王
子
、
日
野

多
摩
・
稲
城
、
町
田

多
摩
南
ブ
ロ
ッ
ク

多
摩
南
ブ
ロ
ッ
ク

板橋、豊島、北、練馬


